
２０４０年を⾒据えたがん医療提供体制の
均てん化・集約化について

神奈川県と神奈川県がん診療連携協議会の取組

神奈川県がん診療連携協議会 会⻑
神奈川県⽴がんセンター 病院⻑
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高度専門性
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神奈川県がん診療連携協議会
R8年度の組織改編
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R8年度～ 神奈川県がん診療連携協議会

相談支援部会 院内がん登録
部会

緩和ケア部会
がん薬物療法

部会
放射線治療部

会
PDCAサイクル推進

部会

• 都道府県がん診療連携拠点病院（県立がんセンター）
• 地域がん診療連携拠点病院（22病院）
• 神奈川県がん診療連携指定病院（12病院）
• 小児がん拠点病院（こども医療センター）
• 神奈川県医師会
• 神奈川県歯科医師会
• 神奈川県（健康医療局保健医療部がん・疾病対策課）
• 患者団体等

ワーキンググループ
• 広報
• 情報支援ツール
• ピアサポート
• 就労支援
• 教育企画
• PDCA 
• 相模原地域広報
• 川崎地域広報

ピアサポート促進検討会議

がんゲノム医療連携推進会議

• ブロック会
• 県域検討会
• PSMA WG

幹事会
2026年度
公募予定

県内各医療機関における放射線
治療の現状と課題の可視化と
継続的な意⾒交換

⼆次医療圏ごとの地域特性を踏
まえた、がん医療の集約化・
均てん化の議論
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二次医療圏に基づくブロック会の設置について

提案内容

■ 二次医療圏を単位としたブロック会を設置し、地域特性を踏まえた検討を行う。

■ 横浜市については例外的に、医療圏の規模や医療資源の集積状況を踏まえ、
旧医療圏（北部・西部・南部）の3領域に分けて検討することを提案する。

議論の進め方

■ 二次医療圏ごとの客観的データ（患者数、人口推計、医療資源、治療実績 等）
に基づき、集約化の方向性について段階的に検討する。

■ 必要に応じて、他の二次医療圏や県全体との連携・調整も視野に入れ、
柔軟な議論を行う。
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